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当社（東京都千代田区外神田４丁目１４番１号 資本金：３６４億円 社長：河野 正樹）は、秋

田県立大学との共同研究において、酸化チタン電極を用いた電気分解法による、セレン排水処理の実

用規模での実証に成功しました。

排水中のセレンは、その水中形態の特徴から、これまでの水処理手法では浄化が困難なものとして

知られており、副生成物として多量の汚泥が発生するため、最終処分費用などのコスト上昇の原因と

なっています。

当社は、秋田県立大学による平成１７年度経済産業省委託事業「地域新生コンソーシアム研究開発

事業」での成果を受け、平成１８年度に同大学と実用化に向けての共同研究を開始しました。

この度、非常に困難とされていた数十mg／L以下の低濃度域での電気分解に成功し、セレンの排水

基準値である 0.1 mg/L以下の濃度まで確実に処理できるようになりました。また、スケールアップ

上の技術課題を克服し、実用規模の処理プラントを開発しました。

今回開発に成功した技術には、以下の特徴があります。

・ セレンを単体として回収できるため、リサイクルが容易

・ セレン以外の残渣が発生しないため、最終処分費が安い

・ 薬剤等を必要とせず、電力コストのみで運転できるため、ランニングコストが安い

本件に関して、「エコプロダクツ２００８」

（１２月１１日～１３日、 於：東京ビッグサイト）

ＤＯＷＡエコシステム㈱ブース（ブースNo.２００１）にて

展示を予定しています。
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